
あ と が き

こうして一冊の報告書にしてみると、ある程度目的を果たしたという気持ちがある反面、あ

れもこれも足 りなかったという気 もする。

特に、 「日本人 と英語の関わり」 を考えるとき、 「英会話」 「英語 コンプレックス」等の問題

への取組が必要だが、 この点不十分だった気がする。さらに現在地球的規模で浸透 しっっある

「インターネット」 における英語支配の問題 も取 り組むべきであったが、 今回はそれが残念な

が ら出来なかった。

さらに、「グローバル化」が進行する今 日、「グローバル化」「文化相対主義」「多言語主義」

「多文化主義」などの理論を踏まえての議論をもっと展開すべきだったとも考えている。

そして、 日本の言語 ・文化 ・教育への提言を行ないたかったが、1年 間という限 られた期間

では、そこまで到達出来なか ったといわざるを得ない。

「英語支配研究」はまだ揺籃期にある。今後 も粘 り強 く研究を続けていかねばな らないと

思 っている。その点、英語教育学、言語学、英語学の方々のご理解 と協力が必要 となることは

いうまでもない。 「英語支配研究」 はこれ らの分野を攻撃するためにあるのではなく、 これら

の分野を今 よりもさらに豊かにすることは間違いなく、それは究極的には私たちの言語、文化、

コミュニケーションをより豊かにす ることにっながると信 じている。

今回、共同研究員 として参加 して下さった皆 さん、オブザーバーの皆さん、研究協力課の共

同研究係の皆さん、そしてこの報告書の編集をてがけていただいた企画広報係の鳥塚さんと渡

部 さんにお礼を述べたい。

最後 に、代表者 として1年 間まとめ役を務めた私だが、生来の性格 もありこの会をうまく運

営出来たかどうかはなはだ疑わしい。文句一ついわずに私を信頼 して(あ るいはあきらあて?)

1年 間付 き合って下 さった皆 さんに感謝 しています。私 も、 ほんのちょっぴりですが人間的に

成長出来 たような気がします。学問研究を通 して、私 自身が人間的に成長 し、自分の地平を広

げることが最も大切なことだと今かみしめています。

平成10年1月6日 津 田 幸 男

147


